
高
校
生
の
取
り
組
み 

 
9
月
22
日
、
高
校
生
平
和
大

使
と
仲
間
7
人
が
来
館
。
被
爆

二
世
川
去
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
平

和
大
使
の
高
野
求
さ
ん(

北
星
女

子
高)

が
一
万
人
署
名
活
動
な
ど

紹
介
し
、
當
麻
さ
ん(
龍
谷
学
園

高)

が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
軍
縮

部
に
署
名
を
届
け
英
語
で
ス
ピ

ー
チ
し
た
こ
と
を
報
告
。
被
爆
者

の
思
い
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
高

校
生
た
ち
の
熱
い
気
持
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。 

高
校
で
も
、
札
幌
手
稲
高
校
、

札
幌
厚
別
高
校
、
東
海
大
札
幌
高

校
、
札
幌
日
大
高
校
な
ど
は
、
毎

年
の
よ
う
に
被
爆
者
を
招
い
て

生
徒
に
話
を
聞
か
せ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
今
年
は
被
爆
者
以
外

の
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が
高

校
生
に
話
す
例
も
あ
り
ま
し
た
。 

札
幌
南
高
校
で
は
修
学
旅
行
の

事
前
学
習
で
、
奥
尻
高
校
で
は
特

別
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
話
を

聞
き
ま
し
た
。
被
爆
者
の
願
い
を

私
た
ち
は
ど
う
受
け
止
め
て
い

く
か
と
い
う
問
題
提
起
で
し
た
。 

(

８
月
以
降
会
館
を
訪
れ
た
諸

団
体)
 

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、
札

幌
市
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
生
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
百

聞
会
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
、
新
婦

人
白
石
支
部
、
高
校
生
平
和
大
使
、

雇
用
支
援
機
構
労
組
、
東
川
下
小
、

江
別
原
水
協 

 

 

北
星
学
園
が
研
究
会
を
開
催 

 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
会
館
の
譲
渡
先

と
な
っ
た
学
校
法
人
北
星
学
園
。 

 

既
報
の
通
り
、
７
月
に
は
「
北

星
学
」
を
学
ぶ
女
子
中
高
の
生
徒

6
名
が
会
館
を
訪
ね
、
学
習
を

重
ね
て
い
き
ま
し
た
。 

10
月
13
日
に
、
北
星
学
園
キ

リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
が
、
北
大
の

小
山
亮
先
生
を
招
い
て
「
北
海
道

か
ら
考
え
る
平
和
博
物
館
の
現

在
」
の
テ
ー
マ
で
研
究
会
を
実
施
、

オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
て
約
50
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
小
山
先
生
は

昨
年
3
月
ま
で
広
島
の
平
和
記

念
資
料
館
の
学
芸
員
で
し
た
。
全

国
の
平
和
博
物
館
の
現
状
を
詳

し
く
紹
介
す
る
中
で
、
ノ
ー
モ

ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
会
館
の
課
題
も

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。 

北
星
学
園
大
学
の
会
場
に
参

加
し
た
被
爆
者
連
絡
セ
ン
タ
ー

の
宮
本
須
美
子
さ
ん
は
、
「
北
星

学
園
が
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く

れ
て
大
変
う
れ
し
い
」
と
感
想
を

語
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
妖
怪
百
歌
物
語
～
地
獄
篇
～ 

一
九
四
五
年
、
長
崎
」
を
観
劇
し
て 

賛
助
会
員 

奥
井
登
代 

妖
怪
大
緑
会
の
第
九
怪(

回)

公
演
、
妖
怪
か
ら
見
た
人
間
社
会

を
描
く
と
い
う
こ
の
劇
団
の
公

演
を
見
る
の
は
初
め
て
で
ど
の

よ
う
な
劇
な
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
な
が
ら
席
に
着
き
ま
し
た
。 

に
ぎ
や
か
な
バ
ン
ド
の
演
奏

と
歌
か
ら
音
楽
劇
が
始
ま
り
ま

し
た
。
物
語
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の

場
面
を
歌
っ
た
曲
が
演
奏
さ
れ

ま
す
。
戦
時
下
の
長
崎
を
舞
台
に
、

画
家
を
目
指
す
青
年
と
彼
に
思

い
を
寄
せ
る
少
女
が
中
心
に
描

か
れ
ま
す
。
青
年
は
ふ
た
り
が
デ

ー
ト
中
、
特
高
に
逮
捕
さ
れ
る
な

ど
戦
時
中
の
長
崎
の
人
々
の
厳

し
い
生
活
、
日
本
兵
の
戦
場
で
の

悲
惨
な
状
況
、
１
９
４
５
年
８
月

９
日
の
原
爆
投
下
の
長
崎
の
惨

劇
が
描
か
れ
、
戦
後
家
族
を
原
爆

で
奪
わ
れ
自
ら
も
被
爆
し
た
少

女
と
、
戦
場
か
ら
や
っ
と
の
思
い

で
帰
国
し
た
青
年
は
結
ば
れ
、
過

去
を
乗
り
越
え
、
希
望
を
も
っ
て

生
き
て
い
き
ま
す
が
、
女
性
は
原

爆
症
で
命
を
奪
わ
れ
ま
す
。 

生
前
、
女
性
は
「
絵
を
描
い
て
」

と
懇
願
、「
何
を
」
と
聞
く
と
「
ぜ

ん
ぶ
」
と
答
え
ま
す
。
画
家
を
目

指
し
た
男
性
は
亡
く
な
っ
た
女

性
と
の
約
束
を
果
た
し
大
き
な

絵
を
描
く
の
で
す
。 

そ
の
絵
は
私
た
ち
が
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
過
去
の
あ
や
ま
ち

を
描
い
た
平
和
へ
の
思
い
で
し

た
。
歌
を
作
曲
し
た
モ
ノ
ノ
ケ
ユ

ー
ス
ケ
さ
ん
は
「
平
和
の
た
め
に

音
楽
や
演
劇
が
で
き
る
こ
と
は

過
去
の
こ
と
を
過
去
の
も
の
に

せ
ず
、
今
に
繋
い
で
い
く
こ
と
」

と
書
い
て
い
ま
し
た
。 
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